
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜対策＞  

①  紫外線の強い時間帯を避ける。 

②  日陰を利用する。 

③  日傘を使う、帽子をかぶる。 

④  衣服で覆う。 

⑤  サングラスをかける。 

⑥  日焼け止めを上手に使う 

5月号 

紫外線が強いのは真夏のイメージですが、初夏にあたる５月はすでに紫外

線が強くなり始めています。紫外線の浴びすぎは、シワ、シミ等の原因となるだ

けでなく、さまざまな健康に影響があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紫外線対策はお早めに 
 

 

過剰に恐れず、適切に対策をして、紫外線と上手に付き合いましょう。 

長期的な健康への悪影響予防のためには、紫外線の浴びすぎを防止するこ

とが重要です。 
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 紫外線が関係していると考えられている病気 


